第14回高輝度電子源開発G

日程：2009年6月29日(月)

時間：13：45 – 15:00

ビデオ接続(58001)：JAEA、KEK、名古屋大、広島大

参加者：西森、羽島(JAEA)、本田、山本(将)、栗木　(KEK)、桑原、奧見、中西、宇治原(名大)、正中（広島）

○中西先生より、名古屋大学の宇治原氏の紹介があった。竹田研究室の准教授として、今までの種々のフォトカソード開発作製を担ってきていただいている。ERLのフォトカソード開発においてもその設計･製作において中心的な役割をお願いしたい。

○西森氏より、500kV電子銃の現状について報告があった。
加熱洗浄時の温度の一様性について放射温度計で計測し、熱伝対で校正した。熱伝導のためのInのつきかたで一様性は変化し、QEにも影響していると思われる。現状で5%程度のQEで寿命は数十時間である。NEA活性化をコーネル方式とYoYo方式で試したが，有意な差はなかった。
Q: ベースの真空度はどのくらいか．
A:  5E-9Paほど．イオンポンプを導入すると，更に良くなると予想している．
Q: 放射温度計での温度校正について，GaAsの放射率が大きいのでは？
A: 波長領域0.9-1.6umで測定しているので、妥当である。

◯山本氏より、ERL09の報告があった。
Cornellでは導電性セラミックの試験を予定している。現状では50kV程度で、予備テストをしている状態。JLabではinverted タイプの設計をすすめている。テスト電子銃では，5mAで寿命30hの寿命が得られている。極高真空において、IPがガス放出源となる結果がしめされ、議論を呼んだ。
Q: スポット径はいくらか．
A: 8mmくらい．
C: 500kVの電源供給用ケーブルが商品として販売されている。これをinvtertedタイプに用いればセラミック部における放電の問題は大幅に軽減される。
Q: 超電導RF電子銃の報告はあったのか？
Q:あった。Rossendorfの銃は数100uA程度の引き出しを実現しているらしい。ただし、電界を上げると闇電流が上昇するため、SRFGun実用化までは時間がかかるだろう。

◯Mailing List(ML)の名称について議論があった。

現在、高輝度電子源開発GのMLの名称はTokai-egunであり、ローカルな印象がある。原子力機構の運営上の規則で、ML名にTokaiをつける必要がある。日本全体が協力している現状にふさわしい名称のため、ML名に制限の無いKEKサーバーにMLを移動するので、適切な名称を募る。

次回会合は、加速器学会会期中のインフォーマルミーティング(8/7)とする。

文責、栗木 

